
空気抵抗を受ける雨滴の落下   

（雨滴を質点とみなす。）  

  

 雨滴の空気抵抗力は落下速度に比例する。  

比例係数を𝑘 とすると、空気抵抗力の大きさは𝑘𝑣, 向きは上向きである。  

運動方程式は  
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これは最初の運動方程式 𝑚𝑎 = −𝑘𝑣 – 𝑚𝑔 で𝑎＝0 とおいたとき 
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となることと一致する。 


